
当院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

 公立能登総合病院　情報誌

手術支援ロボット「ダビンチ」内覧会の様子（手前の器械を操作し、奥のアームを操ります）
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手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
は

　

近
年
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
ロ
ボ
ッ

ト
が
手
術
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
〟
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
手
術
を
す
る
た
め
の
器
具
の
操
作
を

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
り
行
い
ま
す
。
そ

の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
動
か
す
の
は
あ
く

ま
で
も
執
刀
医
で
、執
刀
医
は
「
サ
ー
ジ
ョ

ン
コ
ン
ソ
ー
ル
」
と
い
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

よ
う
な
操
作
席
に
座
り
、
４
本
の
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
で
手
術
を
し
ま
す
。

　

こ
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
ダ
ビ
ン
チ

サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
、
当
院

で
平
成
29
年
12
月
か
ら
稼
働
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　

ダ
ビ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の
名

前
の
由
来
は
、あ
の
有
名
な
天
才
画
家
（
代

表
作
と
し
て
最
後
の
晩
餐
、
モ
ナ
・
リ
ザ
）

で
も
あ
り
、
解
剖
学
も
含
め
様
々
な
分
野

に
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
、
湾
岸
戦
争
時
に
負
傷
し
た
兵

士
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
ま
た
は
ア
メ

リ
カ
空
母
に
滞
在
中
の
医
師
に
よ
っ
て
遠

隔
操
作
で
外
科
治
療
を
行
う
こ
と
が
目
的

で
開
発
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

戦
争
が
予
想
よ
り
早
く
終
結
し
た
た
め
に

開
発
は
軍
の
関
与
を
離
れ
、
民
間
の
手
に

渡
り
、
米
国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ー

ジ
カ
ル
社
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
に

比
べ
て
優
れ
て
い
る
点
は
？

　

従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
、
お
腹
に

0.5
～
1.2
㎝
の
小
さ
な
穴
を
数
カ
所
開
け
、

ガ
ス
で
お
腹
を
膨
ら
ま
せ
そ
の
穴
か
ら
カ

メ
ラ
と
手
術
を
行
な
う
た
め
の
細
長
い
器

具
を
挿
入
し
、
画
面
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し

出
さ
れ
た
体
内
を
見
な
が
ら
手
術
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
お
腹
を
切

る
手
術
に
比
べ
、
傷
が
小
さ
く
、
出
血
が

少
な
い
た
め
回
復
が
早
く
、
痛
み
も
少
な

い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
器
具

は
先
が
開
閉
す
る
だ
け
で
曲
が
る
こ
と
は

な
く
、
数
年
に
及
ぶ
技
術
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
経
験
が
必
要
で
し
た
。　

　

そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。
体
内
に
小
さ
な
穴
を
あ
け

て
手
術
を
す
る
点
は
腹
腔
鏡
下
手
術
と
同

じ
で
す
が
、
違
う
点
は
術
者
が
３
Ｄ
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
立
体
視
下
で
、
自
由
自

在
に
曲
が
る
関
節
を
も
つ
ア
ー
ム
を
操
作

す
る
点
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
手
ぶ
れ

が
な
く
従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
、
人
間
の

手
に
よ
る
動
き
で
は
不
可
能
な
動
き
が
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
り
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
は
厚
生
労
働
省
か
ら
腹
腔
鏡
下
前

立
腺
全
摘
除
術
の
施
設
認
定
（
石
川
県
で

は
2
施
設
の
み
）
を
さ
れ
て
お
り
、
平
成

26
年
9
月
か
ら
平
成
29
年
10
月
ま
で
に
92

例
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
平
成
29
年

12
月
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
移
行

し
、
今
ま
で
の
腹
腔
鏡
下
で
の
解
剖
の
経

験
を
生
か
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
手
術
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
１
月
18

日
現
在
で
は
、
５
例
の
手
術
が
無
事
終
わ

り
、
前
立
腺
全
摘
後
の
よ
く
起
こ
り
え
る

尿
失
禁
は
第
1
例
目
か
ら
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
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手
術
支
援
ロ
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ダ
ビ
ン
チ
」

　
　
　
　
稼
働
開
始

3D 画像による
立体視で操作

人の手首よりはるかに大きく
曲がって回転する鉗子



豊
富
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り

熟
練
さ
れ
た
施
術

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
よ
り
当
院
で
多
数
施
行

さ
れ
て
い
る
従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
の
ほ

う
が
安
全
な
の
で
は
？
と
ご
心
配
さ
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
手
術
は

ダ
ビ
ン
チ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
、

十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
ス
タ
ッ

フ
ら
に
よ
り
チ
ー
ム
固
定（
医
師
、看
護
師
、

臨
床
工
学
技
師
）
さ
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

術
者
は
、
コ
ン
ソ
ー
ル
に
付
属
し
て
い

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
石
川
県
で
は
当
院

の
み
）と
ダ
ビ
ン
チ
の
実
機
に
よ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
第
1
例
目
開
始
ま
で
計
40
時
間

以
上
施
行
し
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
義
務
時

間
は
20
時
間
）、
日
本
で
は
３
施
設
あ
る
タ

ビ
ン
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
手

術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
施
行
し
実
際
の
手
術

に
臨
み
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
計
40
時

間
以
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
か
ら
か

ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
も
「
熟
練
し
た
術

者
の
動
き
を
し
て
い
る
」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

手
術
開
始
後
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続

し
て
お
り
、
よ
り
良
い
安
全
な
手
術
を
心

が
け
て
い
き
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
、
従
来
当
院
で
施
行
し
て
お
り
ま

し
た
腹
腔
鏡
下
腎
部
分
切
除
も
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
で
施
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

対
象
疾
患
に
つ
い
て

　

現
時
点
（
平
成
30
年
1
月
現
在
）
で
は
、

日
本
で
保
険
診
療
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
前
立
腺
癌
と
腎
癌
の
部
分
切
除
に

対
し
て
の
み
で
す
が
、
平
成
30
年
4
月
か

ら
、
他
疾
患
（
膀
胱
癌
、
胃
癌
、
直
腸
癌
、

食
道
癌
、
肺
癌
、
子
宮
癌
、
胸
腺
腫
瘍
等
）

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
国
産
と
国
外
の
ロ
ボ
ッ

ト
の
他
機
種
の
開
発
も
行
わ
れ
て
お
り
、

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
う
遠
く
な
い
将

来
す
べ
て
の
手
術
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

に
な
っ
て
い
く
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
立
能
登
総
合
病
院

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク　

泌
尿
器
科
外
来

℡
（
０
７
６
７
）
52
―
８
７
０
５

内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
11
月
8
日
に
当
院
に
て
、
ダ

ビ
ン
チ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、

近
隣
の
開
業
医
ほ
か
た
く
さ
ん
の
方
々
に

間
近
で
実
物
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
、
操
作
も
体
験
し
て
い
だ
だ
き
、

従
来
の
腹
腔
鏡
下
手
術
と
の
違
い
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。
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まずはシミュレーターで
トレーナーに動きを見て
もらいます。３つの課題
を 90 点以上取る必要が
あります。

その後はトレーナーから
どこに孔をあける必要が
あるかというトレーニン
グを徹底して指導を受
け、ロボットのドッキン
グ、取り外し方のトレー
ニングもします。

最後にトレーナーと記念
撮影（左から当院上木院
長、トレーナー百瀬さん、
当院執刀医南医師）

●先生●

泌尿器科副部長

南  　  秀  朗

藤田保健衛生大学病院にて
トレーニングの様子



七尾市の高齢化率、
　　　本当は18％!? 病院事業管理者

　
吉村　光弘

　現代の高齢者（65歳以上）の大半は体や心が健康で、
活発に社会活動することからアクティブシニアと呼ばれて
います。2006年の75 ～ 79歳男性の歩行速度1.29m/秒は、
10年前の65 ～ 69歳と同じスピードです（図１）。つまり、
10年で10歳ほど若返っているわけです。言われた数字を
同じ順番や逆の順番に繰り返すテストでも、ほとんどの年
代で認知機能が10年前の10歳若い世代と同じです。これ
を受けて、2017年1月5日に日本老年学会は、高齢者の定
義を「65歳以上」から、「75歳以上」に引き上げるべきと
いう提言を発表しました。「少子高齢化」という言葉に暗
い印象を受けがちですが、七尾市
の本当の高齢化率は36%ではなく、
その半分の18%だと思えば気持ち
も明るくなります。
　さて、文部科学省が毎年行って
いる体力テストはもう少しハード
な６分間歩行テストです（図２）。
確かに年々歩行距離が伸びていて、
現代男性の75 ～ 79歳は12年前の
70 ～ 74歳と同じ距離ですので、や
はり５歳ほど若返っています。女
性も同様ですが、注目したいのは
男性より７～８歳も体力的に劣っ
ていることです。自立度の変化パ
ターンでも（図３）、男性の10.9%
は80代になっても運動能力を維持しているのに対し、このようなマッチョな老人は女性にはほとんどいませ
ん。しかも、女性は男性より平均７年長生きしますので、これでは寝たきり状態となるのがほとんど女性な
のも当然です。ちなみに、運動能力の低下は認知症にもつながりやすいといわれています。
　かつて高齢者のスポーツとして人気があったゲートボールは競技人口が1/6に激減しました。かわって、３
年後の東京オリンピックに採用された壁の突起物に手足をかけて登るスポーツクライミングや近代３種（水
泳、自転車、射撃）が高齢者に人気が出ているとのことです。これからは、筋肉モリモリの女性が七尾市に
増えることを期待しています。
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知っ得 ナットク カラダのこと

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
と
は
？

　

睡
眠
中
に
喉
の
気
道
が
狭
く
な
り
塞
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
呼
吸
が
停
止
し
、
そ
の
後

あ
え
ぐ
よ
う
な
激
し
い
呼
吸
や
大
き
な
い
び

き
で
呼
吸
が
再
開
す
る
病
態
で
す
。
そ
の
結

果
、
昼
間
眠
気
に
襲
わ
れ
仕
事
の
効
率
が
低

下
し
た
り
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の

原
因
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
無
呼

吸
が
な
い
方
と
比
較
し
て
高
血
圧
症
が
約
２

倍
、
糖
尿
病
が
約
４
倍
高
い
確
率
で
発
症
す

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
ガ
ン
が
約
5
倍
、
心
筋
梗
塞
な
ど

冠
動
脈
疾
患
が
約
3
倍
、
脳
卒
中
が
約
3.3
倍

で
そ
の
原
因
と
な
る
心
房
細
動
が
約
5
倍
、

心
不
全
が
約
2.5
倍
、
夜
間
突
然
死
が
約
2.6
倍

と
高
い
確
率
で
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
治
療
せ
ず
放
置
す
る
の
は
大
変
危
険
で

す
。

　

ま
た
、
脳
卒
中
の
心
不
全
に
な
る
と
、
上

記
の
閉
塞
性
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
他
に
、
中
枢
性
Ｓ
Ａ

Ｓ
（
呼
吸
を
司
る
脳
幹
機
能
異
常
に
よ
る
無

呼
吸
）
を
合
併
し
、
難
治
性
と
な
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ル
タ
ー
で
も
Ｓ
Ａ
Ｓ
が

予
測
可
能
に

　

平
成
29
年
7
月
よ
り
、
当
院
の
ホ
ル
タ
ー

心
電
図
に
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
存
在
が
予
測
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
い
び
き
を
か
い
た
後
の
呼
吸

が
再
開
し
た
時
期
に
一
致
し
て
一
時
的
に
心

拍
数
が
早
く
な
る
回
数（
周
期
性
心
拍
変
動
：

Ｃ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
）
を
測
定
す
る
方
法
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
心
血
管
・
脳
血
管
疾
患
の
方
に
つ
い

て
自
覚
の
な
い
潜
在
性
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
睡
眠
と
無
関
係
に
心
拍
数
が
常
時
変

動
す
る
心
房
細
動
の
場
合
や
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
に
よ
り
夜
間
一
定
の
リ
ズ
ム
で
刺
激
す

る
場
合
に
は
測
定
が
で
き
な
い
と
い
う
弱
点

が
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
機
種
に

よ
っ
て
は
本
体
・
リ
ー
ド
線
が
胸
郭
内
の
抵

抗
値
（
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
）
を
感
知
す
る
こ

と
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
予
測
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

上
記
検
査
に
よ
る
測
定
値
や
い
び
き
・
日

中
の
眠
気
な
ど
の
自
覚
症
状
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

疑
い
検
査
す
る
時
に
は
、
ま
ず
自
宅
で
装
着

可
能
な
簡
易
検
査
を
行
い
ま
す
。
指
セ
ン

サ
ー
で
無
呼
吸
時
の
酸
素
飽
和
度
低
下
を
測

定
、
鼻
セ
ン
サ
ー
で
鼻
気
流
・
い
び
き
音
を

測
定
、
さ
ら
に
腹
部
に
体
位
セ
ン
サ
ー
を
装

着
し
仰
向
け
・
横
向
け
な
ど
で
の
変
化
を
確

認
し
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

ポ
リ
ソ
ム
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
脳
波
の
記

録
や
胸
郭
運
動
な
ど
を
加
え
た
一
泊
二
日
で

行
う
検
査
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
治
療
法
は　

　

残
念
な
が
ら
、
閉
塞
性
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て

気
道
を
広
げ
る
よ
う
な
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
量
は
舌
根
沈
下
を
解
消
す
る
た
め
有
効
な

治
療
の
一
つ
で
す
が
、
日
本
人
の
場
合
に
は

肥
満
の
方
以
外
に
も
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
持
っ
て
い
る

方
も
多
い
で
す
。他
に
横
向
け
に
就
寝
す
る
、

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装
着
し
て
就
寝
す
る
な
ど

の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
最
も
有
効
な
の
は

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
）
装
置
に

よ
る
治
療
法
で
す
。
鼻
マ
ス
ク
を
装
着
し
風

圧
を
送
る
こ
と
で
気
道
が
塞
が
る
の
を
防
ぐ

方
法
で
す
。
当
院
で
は
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科

と
連
携
の
う
え
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
へ
の
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
治
療
す
る
こ
と
で
い

び
き
・
日
中
の
眠
気
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
血
圧
・
血
糖
値
を
低
下
さ
せ
る
と
と

も
に
心
血
管
・
脳
血
管
疾
患
・
不
整
脈
の
発

症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｐ
治
療
そ
れ
自
体
に
減
量
効
果
も
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

公
立
能
登
総
合
病
院

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
循
環
器
内
科
外
来

　

℡
（
０
７
６
７
）
52
―
８
７
０
３
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いびきは万病のもと？

●先生●

循環器内科副部長

八重樫   貴 紀



　

臨
床
検
査
部
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に

肺
機
能
検
査
装
置
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
―
33

を
肺
機
能
検
査
装
置
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
―

８
９
０
０
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

画
面
も
今
ま
で
よ
り
大
き
く
、
鮮
明
に

な
り
、
結
果
が
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
の
検
査
に
対
す
る
理
解

が
し
や
す
い
よ
う
、
親
切
な
機
能
が
備

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

■
肺
機
能
検
査
と
は
？

　

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ
え
、
息
を
大
き

く
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
し
て
、
肺
の
容
積

や
空
気
を
出
し
入
れ
す
る
換
気
機
能
の
レ

ベ
ル
や
肺
年
齢
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

■
肺
機
能
検
査
で
何
が
わ
か
る
の
？

　

息
切
れ
す
る
、
呼
吸
が
苦
し
い
、
咳
が

出
る
、
痰
が
出
る
な
ど
肺
の
病
気
が
考
え

ら
れ
る
時
に
行
い
ま
す
。
肺
活
量
、
％
肺

活
量
、努
力
性
肺
活
量
、1
秒
量
、1
秒
率
、

1
回
換
気
量
、残
気
量
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

肺
の
病
気
の
早
期
発
見
、
診
断
、
重
症
度

な
ど
を
調
べ
る
の
に
役
立
ち
、
治
療
効
果

の
測
定
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
気
管
支
喘
息

の
診
断
に
も
重
要
な
検
査
で
、
手
術
の
麻

酔
法
の
選
択
時
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
限
界
ま
で
息
を
吸
っ
た
り

吐
い
た
り
、力
い
っ
ぱ
い
息
を
吹
く
な
ど
、

患
者
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
、
苦
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
肺
の
機
能
を

知
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
検
査
で
す
。
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
10
月
28
日
（
土
）
に
今
回
で

17
回
目
と
な
る
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
休
日
に
観
光
バ
ス
を
含
む
多

重
交
通
事
故
が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し
、

よ
り
実
践
に
近
い
か
た
ち
に
す
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
職
員
が
徐
々
に
集

ま
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
し
た
か
た
ち
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運

営
、
傷
病
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
・
搬
送
等
を

行
い
、
七
尾
鹿
島
消
防
本
部
と
共
同
訓
練

の
ほ
か
、
田
鶴
浜
高
校
や
国
際
医
療
福
祉

専
門
学
校
の
生
徒
に
模
擬
患
者
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
今
後
も
訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
災
害
医
療
に
お
い

て
、
同
時
に
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た

際
に
最
善
の
救
命
効
果
を
得
る
た
め
、
重

症
度
や
緊
急
度
等
に
よ
っ
て
負
傷
者
を
分

別
し
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と

で
す
。

　

災
害
発
生
や
交
通
事
故
発
生
時
の
ほ

か
、
当
院
で
は
時
間
外
の
救
急
外
来
の
診

察
時
に
お
い
て
も
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

検査結果も見やすくなりました

肺機能検査装置　CHESTAC-8900

災
害
対
応
訓
練
を
実
施

肺
機
能
検
査
機
器
を
更
新
し
ま
し
た
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平
成
29
年
11
月
29
日
（
水
）
に
当
院
外

来
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
前
フ
ロ
ア
で
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
語
で
「
フ
ラ
」
は
踊
り
を
意
味

し
、
フ
ラ
は
世
界
一
美
し
い
踊
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
入
院
患
者
さ
ま

な
ど
を
対
象
に
、「
ナ
・
レ
イ
・
プ
ア
ラ
ニ
・

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
」
さ
ん
を
お
招
き
し
、
艶

や
か
な
フ
ラ
を
ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。　

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
半
ば
に
は
、
フ
ラ
の
振

り
付
け
を
観
覧
者
に
指
導
す
る
場
面
も
あ

り
、
多
く
の
方
々
が
一
緒
に
フ
ラ
を
体
験

し
南
国
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
「
介
助
犬
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

介
助
犬
は
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
手
や

足
に
障
害
を
も
っ
た
方
の
生
活
を
手
助
け

す
る
た
め
に
、
特
別
な
訓
練
を
受
け
認
定

さ
れ
た
犬
で
す
。

　

石
川
県
で
唯
一
、
介
助
犬
と
と
も
に
生

活
す
る
平
野
友
明
さ
ん
と
介
助
犬
で
あ
る

「
タ
フ
ィ
ー
」
が
当
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
平
成
29
年
9
月
よ
り
、
総

合
案
内
に
「
介
助
犬
普
及
の
た
め
の
募
金

箱
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
介
助
犬
の

普
及
啓
発
の
た
め
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
の
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
『
フ
レ
ン
ド

サ
ー
ク
ル
』
で
は
、
手
芸
・
園
芸
・
脳
ト

レ
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
茶
話
会
・
料
理

等
の
毎
日
違
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
四
季
に

応
じ
た
行
事
を
通
し
て
、
地
域
で
「
自
分

ら
し
い
生
活
」
を
送
れ
る
よ
う
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
困

り
ご
と
に
合
わ
せ
て
、
個
別
で
の
相
談
や

活
動
も
随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
通
し
て
、

対
人
交
流
の
構
築
や
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
、
更
に
就
労
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
も
目
指
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

是
非
、
一
度
、
デ
イ
ケ
ア
へ
見
学
に
い

ら
し
て
下
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

精
神
セ
ン
タ
ー
デ
イ
ケ
ア　

山
崎
・
斉
藤

℡
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当
院
の
敷
地
内
駐
車
場
に
、
来
院
者
等

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
ア
メ
ニ

テ
ィ
施
設
の
建
設
工
事
が
、
今
年
４
月
か

ら
の
営
業
開
始
を
目
指
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

施
設
概
要
は
、
鉄
骨
造
り
の
２
階
建
て

で
、
１
階
に
は
保
険
薬
局
が
２
店
舗
、
２

階
部
分
は
当
院
正
面
玄
関
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
連
絡
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ
が
各
１

店
舗
ず
つ
営
業
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
当
事
業
は
、
民
間
事
業
者
に
駐

車
場
敷
地
の
一
部
を
貸
付
し
、
建
物
の
建

設
、
薬
局
等
店
舗
の
運
営
管
理
を
担
っ
て

も
ら
う
形
態
と
し
て
お
り
、
運
営
す
る
事

業
者
は
平
成
28
年
度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
に
よ
り
選
定
し
て
い
ま
す
。

完成予想図

プログラムによる作品一覧

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
開
催

敷
地
内
薬
局
完
成
予
想
図

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
と
は
？

介
助
犬
タ
フ
ィ
ー
が
来
院
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立
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登
総

合
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院
　

〒
926-0816　

石
川

県
七

尾
市

藤
橋

町
ア

部
６

番
地

４
　

TEL 0767-52-6611　
FAX 0767-52-9225

外 来 診 療 予 定 表
診療担当医が変更になる場合があります。希望される医師がある場合は、電話にてご確認の上、ご来院ください。　（2018.2.1）

℡は外線番号　　　作業療法：１か月に１回　生田
●外来診療受付（平日の時間内）
　一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
　但し、診療科によって受付時間が異なる場合もありますので、ご留意ください。

受　付 診察室 月 火 水 木 金
午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

受付Ａ１

℡52-8702
外科１ 守　友

手　術

石　黒

手　術

牛　島

手　術

徳　楽

手　術 手　術外科２ 守　友 徳　楽 石　黒

外科３ 大学医
臨床腫瘍外来 牛　島

心臓血管外科
第１.３金曜

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷

外来手術

長　谷

外来手術

長　谷

外来手術

長　谷

摂食嚥下

外　来

歯科口腔外科 小　山 小　山 小　山 小　山 小　山

歯科口腔外科 小　林 小　林 小　林 小　林 小　林

歯科口腔外科 大学医 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ２

℡52-8702
整形外科１ 岩　永

手　術
手　術

装具外来
14：00～15：00

手　術 手　術

池　野
（初診） 手　術

装具外来
13：30～15：00

整形外科２ 伊　井
（初診）

伊　井
（初診）

岡　山
（初診）

岡　山
（脊椎専門）

伊　井
（関節専門）

整形外科３ 岡　山 池　野 池　野
岩　永
（初診） 岩　永

小児発達支援 八幡（第４）
13：30～15：00

受付Ｂ１

℡52-8703
消化器内科１ 安　田

中　村
（再診）

中　村
（再診） 安　田

柿　木
（再診）

皮膚科１ 非常勤医
9：00～

非常勤医
14：00～15：30 谷　内

手術・検査
谷　内 谷　内

谷　内
（予約・紹介のみ） 谷　内

手術・検査
皮膚科２ 牧　野 手術・検査 牧　野 牧　野

牧　野
（予約・紹介のみ） 牧　野 非常勤医

9：00～

形成外科１（初診） 山　城 初　診
9：30～11：30 島　田 初　診

9：30～11：30

手　術
14：00～17：00

山　城 初　診
9：00～10：30

手　術
13：00～17：00

島　田 初　診
9：30～11：00

手　術
13：30～17：00

山　城 初　診
9：30～11：30

学生外来
15：30～16：30形成外科２ 島　田 山　城 島　田 山　城 島　田

美容外科 山　城
14：00～17：00

　　　　　
（第１金曜）

山　城
14：00～17：00

受付Ｂ２

℡52-8703
内科１（初診） 泉　谷

当番医

（紹介のみ）

山　端

当番医

（紹介のみ）

酒　井

当番医

（紹介のみ）

藤　岡

当番医

（紹介のみ）

中　島

当番医

（紹介のみ）

内科２ 藤　岡 中　島 藤　岡 山　端 泉　谷

内科３ 酒　井
柿　木

（消内・初診）
柿　木

（消内・初診） 吉村光
中　村

（消内・初診）
内科４ 横　山 村　本 横　山 中　島 村　本

循環器内科１ 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

循環器内科２ 中　野 八重樫 中　野 八重樫 中　野

受付Ｃ１

℡52-8704
神経内科１ 町　谷

予約のみ
町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

（町　谷）
往　診

神内・呼吸・血液 佐　藤
（呼吸器）

大　畑
（血液内科）

柴　田
（神内・予約）

耳鼻咽喉科１ 坂　本 坂　本
14：30～16：30 坂　本

手術・検査
坂　本

初診10：00まで 手術・検査
坂　本

手術・検査
坂　本

初診10：00まで 手術・検査
耳鼻咽喉科２ 熊　井 熊　井

14：30～16：30 熊　井 熊　井
初診10：00まで 中　村 熊　井

初診10：00まで

受付Ｃ２

℡52-8704
脳神経外科１ 圓　角

（初診）
廣　田
（初診）

圓　角
（初診）

廣　田
（初診）

朴
（初診）

脳神経外科２ 廣　田 圓　角 朴 朴 圓　角

眼科１ 佐　伯
予約のみ 検　査 佐　伯

予約のみ 手　術 佐　伯
予約のみ 手　術 佐　伯

予約のみ 検　査 佐　伯
予約のみ 検　査

受付Ｄ１

℡52-8705
泌尿器科１ 南／大学医 手　術

入院検査

上　木 手術

入院検査

南 検査処置
入院検査
他科回診

上　木 手　術

入院検査

中　野 検査処置
入院検査
他科回診泌尿器科２ 大学医

（初診）
中　野
（初診）

上　木
（初診）

大学医
（初診）

南
（初診）

小児科１ 池　野 和　田
１ヵ月検診

和　田
斉　藤
（心臓）

池　野
池野・中西

和　田

小児科２ 宮　澤 中　西 池　野 中　西 宮　澤

受付Ｄ２

℡52-8705
産婦人科１ 大学医

（柴田）
富　澤
予約のみ １ヵ月検診 大学医

（高倉）
大学医
（笹川） 手　術

大学医
（髙木） 手　術

産婦人科２ 富　澤
妊婦検診
予約のみ 助産外来 富　澤 富　澤 富　澤

精神
センター

℡52-6619

精神科１ 眞　舘 石　井 石　井 眞　舘 眞　舘

精神科２ 平　松 平　松 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 小　坂

精神科４ 古　谷 古　谷

健診部 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師

放射線科
中　村（月～金）・吉　川（月～金）・森　永（月～金）

萱野（核医学）
　南　（血管内治療）
桜　井（放射線治療）

滝　（核医学）
熊　野（放射線治療）
高　松（放射線治療）

能登島
診療所

℡84-1014

外来診療 山　下
※13：30まで 真　智 山　下 真　智

休　診
真　智 真　智 山　下 休　診

訪問診療 山　下 山　下 山　下 ※山下（釶打診療所）
13：30～16：30

整形外科
の受付は
10:30まで


